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韮崎市の財政状況を公表特集

行政コスト計算書
　人件費等の経常費用を教育、福祉といった目的別（横軸）と人にかかるコストといった性質別（縦軸）に表
示しています。また、その行政サービスの受益者負担である使用料等の経常収益を併せて表示し、経常収益以
外の一般財源の負担が分かります。

　経常費用の合計は、123 億円です。
　経常費用を目的別にみると、福祉が 41 億円、総
務が 17 億円、峡北広域行政事務組合への負担金を
支出した環境衛生が 17 億円、生活インフラ・国土
保全が 15 億円となっています。特に福祉は、生活
保護等の扶助費、児童手当といった社会保障給付に
加え、臨時福祉給付金等により大きな割合を占めて
います。
　性質別にみると、物件費が 23 億円、社会保障給
付が 22 億円、減価償却費が 20 億円、他会計等へ
の支出額が 19 億円、補助金等が 16 億円となって
います。

　経常収益の合計は、６億円です。
　経常収益の多い順では、保育園運営費負担金等の
収入がある福祉が１億５千万円、美術館施設整備寄
附金等により教育が８千万円となっています。
　経常費用から経常収益を差し引いた純経常行政コ
スト 117 億円は、市税収入や地方交付税等で賄っ
ていることになります。

純資産変動計算書
　貸借対照表の「純資産」の変動状況を示します。
　期首純資産残高は、408 億円です。
　平成 28 年度の純経常行政コストは、行政コスト
計算書の 117 億円で、純資産から差し引きます。
　収入として、市税等の一般財源が 87 億円ありま
す。
　国・県補助金等の受入が 24 億円であり、このう
ち２億円が公共資産整備に充てられています。
　平成 28 年度末の純資産残高は 403 億円で、前
年度に比べ５億円減少しており、これは、市税や地
方交付税等の収入に対して純経常行政コストが上回
っているためです。

区　分 合　計 生活インフラ 
・国土保全 教　育 福　祉 環境衛生 産業振興 消　防 総　務 議　会 支払利息 その他

経常費用 12,275 1,531 1,354 4,147 1,659 991 499 1,725 163 187 19
人にかかるコスト 1,895 152 187 537 120 169 27 547 156

1  人件費 1,574 126 157 436 97 138 27 450 143
2  退職手当引当金繰入等 215 18 21 70 16 21 65 4
3  賞与引当金繰入額 106 8 9 31 7 10 32 9

物にかかるコスト 4,359 813 1,075 621 275 437 59 1,074 5
1  物件費 2,307 94 668 502 240 106 27 665 5
2  維持補修費 95 48 19 15 2 3 1 7
3  減価償却費 1,957 671 388 104 33 328 31 402

移転支出的なコスト 5,815 566 92 2,989 1,264 385 413 104 2
1  社会保障給付 2,151 19 2,007 125
2  補助金等 1,582 13 73 72 707 200 413 102 2
3  他会計等への支出額 1,877 551 908 418
4  他団体への公共資産 
　 整備補助金等 205 2 2 14 185 2

その他のコスト 206 187 19
1  支払利息等 187 187
2  回収不能見込計上額 19 19

経常収益 594 60 78 146 5 10 1 25 12 257
使用料・手数料等 594 60 78 146 5 10 1 25 12 257

純経常行政コスト 11,681 1,471 1,276 4,001 1,654 981 498 1,700 163 175 △ 238

（単位：百万円）

区　分 純資産合計
公共資産等 
整備国県 
補助金等

公共資産等 
整備一般 
財源等

その他 
一般財源等

 期首純資産残高 40,760 9,683 40,054 △ 8,977
１  純経常行政コスト △ 11,681 △ 11,681
２  一般財源 8,680 8,680
 （1）市税 4,670 4,670
 （2）地方交付税 3,051 3,051
 （3）その他行政コスト
　　充当財源 959 959

３  補助金等受入 2,443 239 2,204
４  臨時損益 60 60
５  科目振替 △ 401 △ 536 937
 期末純資産残高 40,262 9,521 39,518 △ 8,777

（単位：百万円）
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11月11日は、介護の日

■
介
護
保
険
の
対
象
者

　

40
歳
以
上
の
方

（
40
～
64
歳
…
第
２
号
被
保
険
者
）

（
65
歳
以
上
…
第
１
号
被
保
険
者
）

■
第
１
号
被
保
険
者
と
第
２
号
被

　

保
険
者
の
違
い

①
保
険
料
の
支
払
い
方
法

１
号
：
基
本
的
に
年
金
か
ら
天
引

　

き
と
な
り
ま
す
。（
例
外
的
に

　

納
付
書
で
支
払
っ
て
い
た
だ
く

　

こ
と
も
あ
り
ま
す
）

２
号
：
健
康
保
険
（
医
療
保
険
）

　

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

②
要
介
護
認
定
の
申
請
条
件

１
号
：
介
護
や
支
援
が
必
要
な
状

　

態
と
な
っ
た
と
き

２
号
：
介
護
保
険
の
対
象
と
な
る

　

特
定
疾
病
が
原
因
で
、
介
護
や

　

支
援
が
必
要
な
状
態
と
な
っ
た

　

と
き

■
要
介
護
認
定
を
受
け
る

　
　
　
　
　
　

ま
で
の
流
れ

①
申
請
（
介
護
保
険
課
窓
口
）

　

持
ち
物
：
介
護
保
険
被
保
険
者
証

②
認
定
調
査
（
調
査
員
が
訪
問
し

　

体
の
状
態
を
確
認
し
ま
す
）

③
主
治
医
意
見
書
（
介
護
保
険
課

　

か
ら
主
治
医
へ
作
成
依
頼
し
ま

　

す
）

④
一
次
判
定
（
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

　

判
定
）

⑤
二
次
判
定
（
認
定
審
査
会
に
よ

　

る
判
定
）

⑥
要
介
護
度
決
定

※
申
請
し
て
か
ら
要
介
護
度
が
決

　

定
す
る
ま
で
は
、
１
か
月
程
度

　

か
か
り
ま
す
。

■
65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
状
況

・
第
１
号
被
保
険
者
数
：

８
，
４
３
４
人

・
要
介
護
認
定
者
数
（
要
支
援
１

　

～
要
介
護
５
）：
１
，０
９
３
人

・
要
介
護
認
定
率
：
13
．０
％

（
平
成
29
年
７
月
末
現
在
）

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ

　

介
護
保
険
課 

介
護
保
険
担
当

　
　
　
　
　

☎
２
３ｰ

４
３
１
３

家
族
介
護
者
の
つ
ど
い

　

情
報
交
換
や
息
抜
き
と
し
て
介

護
者
同
士
が
集
う
場
で
す
。
日
頃

の
介
護
相
談
だ
け
で
な
く
、
介
護

者
ご
自
身
の
健
康
面
に
も
目
を
向

け
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
内
容　

健
康
面
に
関
す
る
お
話

　

講
師
：
ほ
っ
と
・
ほ
っ
と
韮
崎

　
　
　
　

※
個
別
相
談（
希
望
制
）

■
日
時　

11
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

こ
す
も
す
本
町
通
り

　
　
　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

■
対
象
者　

在
宅
介
護
を
さ
れ
て

　

い
る
方
・
こ
れ
か
ら
介
護
を
さ

　

れ
る
方
・
介
護
を
し
て
い
た
方

　

・
介
護
関
係
者
・
介
護
に
興
味

　

の
あ
る
方

※
こ
す
も
す
カ
フ
ェ
（
認
知
症
カ

　

フ
ェ
）
と
合
同
開
催
で
す
。

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

介
護
保
険
課 

介
護
支
援
担
当

　
　
　
　
　

☎
２
３ｰ

４
３
１
３

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

を
開
催
し
ま
す
！
（
無
料
）

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
学
び
、

ご
自
身
・
ご
家
族
・
友
人
の
予
防

に
繋
げ
ま
し
ょ
う
。

※
す
で
に
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
お

　

持
ち
の
方
も
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

　

講
座
を
兼
ね
て
お
り
ま
す
の
で

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

■
日
時　

11
月
30
日
（
木
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

■
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

秋
山
脳
外
科
医
師

　
　
　
　
　
　
　

  

秋
山　

巖 

氏

　

甲
州
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

韮
崎
事
業
所

　

作
業
療
法
士　

  

森　

彰
司 

氏

■
内
容　

認
知
症
に
つ
い
て
の
理

　

解
・
認
知
症
予
防
体
操
等

■
定
員　

40
名

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

も
の
忘
れ
相
談
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　

☎
２
３ｰ

４
４
６
４

要介護認定状況
　
家
族
、
社
会
、
み
ん
な
で
「
介
護
」
を
支
え
よ
う

11
月

11
日
は
、

介
護
の
日

い
い
日

い
い
日

65 歳以上の要介護認定状況　　計 1,093 人
　　　　　　　　　　　（韮崎市）

■ 要支援 1

■ 要支援 2

■ 要介護 1

■ 要介護 2

■ 要介護 3

■ 要介護 4

■ 要介護 5

要介護認定率 13.0％
（高齢者のうちの介護認定者） 平成29年7月末現在

　

介
護
の
日
は
「
い
い
日
、い
い
日
、毎
日
、あ
っ
た
か
介
護
あ
り
が
と
う
」

を
念
頭
に
、
平
成
20
年
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
健
康
的
に
年
を
取
っ
て
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
る
一
方
、
介
護
に
ま
つ
わ
る
課
題
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

今
は
介
護
と
は
無
縁
で
あ
っ
て
も
、
い
つ
か
介
護
を
す
る
立
場
に
な
っ

た
り
、
介
護
を
受
け
る
立
場
に
な
っ
た
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

機
会
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
「
介
護
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

19人

182人

292人270人

142人

132人
56
人
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いきいき貯筋クラブ・介護支援ボランティア募集

　使ってためよう筋力貯筋

「いきいき貯筋クラブ後半」 がスタート
　11 月から、「いきいき貯筋クラブ」の後半がスタートします。すでに
始まっている地区もありますが、みんなで楽しく運動し、交流を図りな
がら、コツコツ「貯筋」できる機会です。
　※申し込みは必要ありません。日程表を見て、直接会場へお越しく
　　ださい。
　※シルバークッキング教室のみ貯筋クラブ内での申し込みが必要と
　　なります。

■対　象　おおむね 65 歳以上の方
■内　容　・健康体操　・筋力向上運動
　　　　　・コミュニケーションゲーム　・体力測定（前後半各 1 回）
■担当者　・健康運動指導士　・シニア健康サポーター　・市保健師等
■持ち物　・水分補給できるもの　・体操ができる服装
　　　　　・室内用運動靴（韮崎 A・B は不要）
■問い合わせ　介護保険課 介護予防担当　☎ 23ｰ4313

平成 29 年度　いきいき貯筋クラブ開催日一覧
【時間】　午前9：30～11：30 （シルバークッキングは9：30～12：30）

公民館名
開 催 日

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回

韮崎B 11月6日（月）11月20日（月） 12月1日（金）

藤井町

穴山町 11月13日（月）11月27日（月） 12月６日（水）

円野町 11月10日（金）11月24日（金）12月14日（木）

韮崎A 11月1日（水）11月22日（水）

中田町 11月20日（月） 12月4日（月）12月18日（月） 1月22日（月） 2月5日（月） 2月21日（水）

神山町 11月8日（水）11月22日（水） 12月6日（水）12月20日（水） 1月10日（水） 1月24日（水） 2月7日（水） 2月16日（金）

旭　町 12月11日（月）12月25日（月） 1月15日（月） 1月29日（月） 2月5日（月） 2月19日（月） 3月5日（月） 3月14日（水）

大草町 11月7日（火）11月21日（火） 12月5日（火）12月19日（火） 1月16日（火） 1月30日（火） 2月13日（火） 2月23日（金）

龍岡町 12月7日（木）12月21日（木） 1月11日（木） 1月25日（木） 2月8日（木） 2月22日（木） 3月8日（木） 3月22日（木）

清哲町 11月9日（木）11月30日（木）12月14日（木） 1月11日（木） 1月18日（木） 2月1日（木） 2月15日（木） 3月1日（木）

穂坂町 12月8日（金）12月22日（金） 1月12日（金） 1月26日（金） 2月9日（金） 2月23日（金） 3月9日（金） 3月23日（金）

※韮崎 A：韮崎市民交流センターニコリ 多目的ホール（3 階）　※ 韮崎 B：韮崎市保健福祉センター（2 階）
※都合のいい場所で参加可能です。
※台風、雪等、荒天の場合は中止となります。　※　　　はすでに終了している日程です。
※　　　の日は「いきいき健口教室」として、口の健康について勉強します。
※　　　（第 8 回）の日は「シルバークッキング教室」として、栄養について勉強します。

　

高
齢
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
じ
て
社
会
参
加
し
、
自
分
自

身
の
介
護
予
防
を
図
る
「
介
護
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
活
動
に

応
じ
て
、
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
、

貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
換
金
（
最

大
５
，
０
０
０
円
）
も
で
き
ま
す
。

■
対
象
者

　

市
内
在
住
で
介
護
保
険
１
号
被

保
険
者
（
65
歳
以
上
）
で
あ
っ
て

介
護
保
険
料
の
滞
納
の
な
い
方
で
、

養
成
研
修
を
受
講
さ
れ
た
方

■
活
動
場
所

　

市
に
登
録
さ
れ
た
介
護
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
れ
施
設
等

■
活
動
内
容

①
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
指

　

導
、
参
加
支
援

②
食
堂
内
の
配
膳
な
ど
の
補
助

③
散
歩
、
外
出
及
び
移
動
の
補
助

④
模
擬
店
、
会
場
設
営
、
芸
能
披

　

露
な
ど
の
行
事
の
手
伝
い

⑤
話
し
相
手

⑥
施
設
職
員
と
共
に
行
う
軽
微
か

　

つ
補
助
的
な
活
動

※
活
動
内
容
や
時
間
等
に
つ
い
て

　

は
、
施
設
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

韮
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

☎
２
２ｰ

６
９
４
４

　

介
護
保
険
課 

介
護
支
援
担
当

　
　
　
　
　

☎
２
３ｰ

４
３
１
３

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
の
お
知
ら
せ

［龍岡町］

［韮崎 A］
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「
譲
渡
の
お
尋
ね
」
と
は
？

　

土
地
・
建
物
な
ど
の
資
産
を
売

っ
て
得
た
所
得
は
「
譲
渡
所
得
」

と
し
て
、
確
定
申
告
が
必
要
に
な

り
ま
す
。（
金
銭
の
や
り
取
り
が

な
く
、
交
換
し
た
場
合
に
つ
い
て

も
、
同
様
に
申
告
を
し
な
け
れ
ば
、

税
法
上
の
特
例
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。）

　

譲
渡
所
得
に
は
多
く
の
特
別
措

置
が
あ
る
た
め
、
市
で
は
、
土
地

・
建
物
な
ど
を
譲
渡
ま
た
は
交
換

し
た
方
を
対
象
に
、
あ
ら
か
じ
め

確
定
申
告
の
前
に
、
そ
の
準
備
と

し
て
「
譲
渡
所
得
の
内
訳
書
」
の

作
成
等
に
関
す
る
相
談
会
を
行
い

ま
す
。

「
譲
渡
の
お
尋
ね
」
を
受
け

て
い
な
い
方
は
市
の
確
定
申

告
会
場
で
受
付
で
き
ま
せ
ん

　

確
定
申
告
の
期
間
中
は
申
告
会

場
が
大
変
混
雑
す
る
た
め
、
こ
の

「
譲
渡
の
お
尋
ね
」
を
受
け
て
い

な
い
方
は
、
２
月
か
ら
行
わ
れ
る

市
の
「
確
定
申
告
会
場
」
で
受
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
税
務
署
に
直
接
申
告
さ

れ
る
方
や
税
理
士
な
ど
に
依
頼
さ

れ
る
方
の
お
越
し
は
不
要
で
す
。

※
内
容
に
よ
り
税
務
署
に
ご
案
内

　

す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

12
月
７
日
（
木
）・
８
日
（
金
）

　

午
前
の
部　

９
時
～
12
時

　

午
後
の
部　

13
時
～
16
時

■
場
所

　

市
役
所
１
階 
防
災
会
議
室

■
対
象
者

　

土
地
・
建
物
な
ど
を
譲
渡
あ
る

い
は
、
交
換
さ
れ
た
方
で
市
に
住

民
登
録
の
あ
る
方
。

※
市
か
ら
「
譲
渡
に
関
す
る
確
定

　

申
告
予
定
者
」
向
け
に
通
知
を

　

し
ま
す
が
、
そ
の
通
知
の
有
無

　

に
関
わ
ら
ず
土
地
・
建
物
な
ど

　

の
譲
渡
が
あ
っ
た
方
は
お
越
し

　

く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物

　

売
買
契
約
書
・
取
得
費
や
売
買

に
要
し
た
費
用
の
領
収
書
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課 

市
民
税
担
当

　
　
　
（
内
線
１
５
３
～
１
５
５
）

土地・建物をお持ちの方へ

　
土
地
・
建
物
を
お
持
ち
の
方
へ

土
地
・
建
物
を
譲
渡
し
た
方
は

確
定
申
告
の
前
に
「
譲
渡
の
お
尋
ね
」
を
！

家
屋
を
取
り
壊
し
た
方
は

年
内
に
滅
失
の
届
け
出
を
税
務
課
に
！

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
に
存
在
す
る
家
屋
等
に
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
家
屋
を
取
り
壊
し
て

も
届
け
出
が
な
い
と
把
握
が
で
き

な
い
た
め
、
課
税
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

登
記
さ
れ
た
家
屋
を
取
り
壊
し

た
場
合
に
は
、
年
内
に
法
務
局
で

滅
失
登
記
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

年
内
に
滅
失
登
記
が
で
き
な
い
方

や
未
登
記
の
家
屋
を
取
り
壊
し
た

方
は
、
必
ず
「
家
屋
滅
失
届
」
を

税
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
所
有
者
や
納
税
義
務
者
が
変
わ

　

っ
た
場
合
な
ど
も
、
ご
連
絡
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

■
提
出
書
類

　
「
家
屋
滅
失
届
」

　
（
税
務
課
窓
口
に
用
意
・
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

可
能
）

■
提
出
期
限

　

12
月
26
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

税
務
課 

固
定
資
産
税
担
当

（
内
線
１
５
６
～
１
５
８
）

　

市
税
等
は
、
私
た
ち
が
安
心
し

て
健
康
な
く
ら
し
を
送
る
た
め
に
、

重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

納
期
限
が
過
ぎ
て
も
未
納
の
方
は
、

早
め
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
滞
納
整
理
を
強
化
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
市
税
等
の
滞
納
額
縮

減
と
収
納
率
向
上
を
目
指
す
と
と

も
に
、
納
期
内
に
適
正
に
納
付
さ

れ
た
方
と
の
公
平
性
の
確
保
及
び

市
民
と
し
て
の
負
担
の
義
務
を
果

た
し
て
い
た
だ
く
た
め
、「
滞
納

整
理
」
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

再
三
の
催
告
に
も
関
わ
ら
ず
納

付
い
た
だ
け
な
い
方
に
は
、
法
律

に
基
づ
き
、
差
押
な
ど
の
「
滞
納

処
分
」
を
執
行
し
ま
す
。

■
納
税
に
お
困
り
の
方
は

　

お
早
め
に
相
談
を
！

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
い
場

合
、「
督
促
手
数
料
」
や
「
延
滞
金
」

も
併
せ
て
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

病
気
や
失
業
、
生
活
困
窮
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
納
期

内
納
付
が
困
難
な
方
は
、
お
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
口
座
振
替
の
推
進

　

口
座
振
替
を
申
し
込
み
さ
れ
ま

す
と
、
指
定
さ
れ
た
口
座
か
ら
市

税
等
が
納
期
限
日
に
自
動
的
に
払

い
込
ま
れ
る
た
め
、「
う
っ
か
り
」

の
納
め
忘
れ
も
な
く
な
る
の
で
、

非
常
に
便
利
で
す
。
安
心
・
便
利

な
口
座
振
替
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
さ
え
あ
れ
ば
市
役
所
収
納
課

窓
口
で
簡
単
に
口
座
振
替
の
申
し

込
み
手
続
き
が
で
き
ま
す
。（
※

暗
証
番
号
が
必
要
で
す
。）

※
対
象
税
目
、
取
扱
い
金
融
機
関

　

等
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
は
、

　

担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

■
生
活
ス
タ
イ
ル
合
わ
せ
た
納
付

　

方
法
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

金
融
機
関
窓
口
で
の
納
付
や
口

座
振
替
の
他
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
店
頭
で
の
納
付
や
、
パ
ソ

コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
納

付
手
続
き
を
行
う
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
を
ご
利
用
い
た
だ
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。
お
手
元
に
納

付
書
が
あ
れ
ば
24
時
間
い
つ
で
も

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
対
象
税
目
や
納
付
方
法
に
つ
い

　

て
ご
不
明
な
点
は
、
担
当
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

収
納
課 

収
納
担
当

　
　
　
（
内
線
１
６
３
～
１
６
６
）

税
金
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

11
月･

12 
月
は
滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す
！
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市制施行63周年記念式典・ミアキスマイル

長
年
の
ご
貢
献
に
感
謝
を
こ
め
て

　

市
で
は
、
市
制
施
行
63
周
年
を
記
念
し
て
10
月
８
日
に
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
に
て
、
記
念
式
典
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、市
に
功
績
の
あ
っ
た
次
の
方
々
に
市
長
か
ら
表
彰
状
（
感
謝
状
）

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

◆
有
功
表
彰

人
権
擁
護
委
員

　

秋
山　

泉　

 　
（
中
央
町
）

◆
功
労
表
彰

前
副
市
長

　

水
川　

秋
人　

 

（
龍
岡
町
）

民
生
委
員
児
童
委
員

　

久
保
田　

厚
（
栄
一
丁
目
）

　

槫
林　

一
孝 　
（
穴
山
町
）

　

矢
崎　

清
香　

 

（
大
草
町
）

　

飯
野　

松
子　

 　
（
旭
町
）

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　

仲
田　

隆　

 　
（
藤
井
町
）

　

吉
川　

洋　

 　
（
清
哲
町
）

消
防
団
員
（
副
団
長
）

　

保
坂　

耕　

 　
（
穂
坂
町
）

円
野
土
地
改
良
区
理
事

　

山
本　

忠
治　

 

（
円
野
町
）

　

内
藤　

光
一　

 

（
円
野
町
）

◆
善
行
表
彰

市
内
中
学
校
へ
電
子
黒
板
の

寄
贈

　

株
式
会
社　

サ
サ
キ

市
内
小
中
学
校
に
図
書
等
の
寄

贈
／
社
会
福
祉
事
業
へ
寄
付

　

韮
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

美
術
作
品
寄
贈

　

大
村　

智

　
　
　

 

（
東
京
都
世
田
谷
区
）

　

グ
ラ
ン
ト
・
ポ
ゴ
シ
ャ
ン

　
　
　
　

 　
（
東
京
都
港
区
）

　
（
故
）
大
森　

か
ほ
る

　
　
　

 

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

　

田
中　

司
郎　

 

（
甲
府
市
）

市
内
小
学
校
へ
英
語
科
教
材

を
寄
贈

　

齋
藤　

留
美
子

　
　
　
　
（
東
京
都
福
生
市
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

　

矢
崎　

永
子　

 

（
大
草
町
）

食
生
活
改
善
推
進
員
会

　

今
福　

さ
つ
き
（
藤
井
町
）

消
費
生
活
研
究
会

　

小
川　

由
美
子
（
中
田
町
）

市
文
化
協
会
理
事

　

藤
原　

紀
代
子

（
若
宮
二
丁
目
）

　

田
原　

美
智
子
（
龍
岡
町
）

　

牛
山　

二
美
子
（
中
央
町
）

　

小
泉　

子　

 

（
藤
井
町
）

　

藤
巻　

父
母
子　

 

（
旭
町
）

　

齋
藤　

浪
江　

 

（
穴
山
町
）

　

山
崎　

は
る
子
（
中
央
町
）

　

仲
沢　

秋
江　

 

（
神
山
町
）

　

戸
島　

か
し
子

（
富
士
見
ヶ
丘
二
丁
目
）

　

口　

廣
紀　

 　
（
旭
町
）

体
育
協
会
理
事

　

向
山　

幹
夫　

 

（
藤
井
町
）

　

安
部　

久
義　

 　
（
岩
下
）

◆
感
謝
状

市
内
小
学
校
入
学
児
童
に

反
射
傘
の
寄
贈

　

韮
崎
交
通
安
全
協
会

市
内
小
学
校
入
学
児
童
に

黄
色
帽
子
の
寄
贈

　

峡
北
地
区
明
る
い
社
会
づ

　

く
り
運
動
協
議
会

彫
刻
作
品
台
座
寄
贈

　

山
梨
県
立
韮
崎
高
等
学
校

　

東
都
同
窓
会

　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
問
い
合
わ
せ

　

政
策
秘
書
課 

秘
書
担
当

　
（
内
線
３
２
３
・
３
２
４
）

ー 
市
制
施
行
63
周
年
記
念
式
典
を
挙
行 

ー

有功表彰を受けられた秋山泉様
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身
延
山
大
学
出
張
講
座

『
寺
院
拝
観
の
心
得
』（
無
料
）

　

身
延
山
大
学
の
教
授
か
ら
専
門

的
な
知
識
を
学
び
ま
し
ょ
う
！

■
日
時　

11
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
～
15
時

■
講
師　

望
月　

真
澄 

氏

　
　
　
　
（
身
延
山
大
学
教
授
）

■
定
員　

49
名　

※
申
込
不
要

オ
シ
ャ
レ
し
め
縄
作
り
教
室

　

現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
カ

ラ
フ
ル
で
可
愛
ら
し
い
サ
ー
ク
ル

型
の
し
め
縄
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

12
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
～
16
時

■
参
加
費　

１
，
５
０
０
円

■
定
員　

20
名

■
持
ち
物　

ニ
ッ
パ
ー
ま
た
は
ペ

　

ン
チ
（
針
金
を
カ
ッ
ト
で
き
る

　

道
具
）、
目
打
ち
、
ハ
サ
ミ
、　

　

マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
、
グ
ル
ー

　

ガ
ン
（
お
持
ち
の
方
）

■
場
所　

ニ
コ
リ
１
階
会
議
室
５

■
講
師　

竹
内
ま
さ
み 

先
生

　
（
ア
ト
リ
エ
・
サ
ン
サ
シ
オ
ン
）

■
申
込
方
法　

ニ
コ
リ
１
階
総
合

　

受
付
に
て
申
込
書
を
記
入
し
、

　

参
加
費
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

11
月
６
日
（
月
）
～
10
日
（
金
）

ま
で
、
蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
し

ま
す
。
学
習
室
１
も
ご
利
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
期
間
中
、
資
料
の
返
却
は
１
階

　

外
の
「
本
の
返
却
口
」
ま
た
は

　

２
階
図
書
館
入
口
に
あ
る
「
返

　

却
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
を
ご
利
用
く
だ
さ

　

い
。
な
お
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
他
館
か

　

ら
借
り
受
け
て
い
る
資
料
は
休

　

館
期
間
終
了
後
図
書
館
窓
口
に

　

ご
返
却
く
だ
さ
い
。

「
今
年
の
秋
は
…
タ
イ
ム
マ
シ
ン

で
時
間
旅
行

  !?
」
展
示

　

２
年
前
の
秋
、
素
粒
子
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
に
質
量
が
あ
る
こ
と
を
証

明
し
、
梶
田
隆
章
さ
ん
が
ノ
ー
ベ

ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
発
見
は
、
実
は
タ
イ
ム
マ
シ

ン
と
深
い
関
わ
り
が･･･

。
Ｈ
．Ｇ
．

ウ
ェ
ル
ズ
の
『
タ
イ
ム
マ
シ
ン
』

か
ら
『
君
の
名
は
。』
ま
で
、
パ

ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
や
異
次
元
の
資

料
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

■
展
示
期
間　

11
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

～
11
月
29
日（
水
）

小
林
一
三
没

  60
年
追
想
茶
会

「
茶
人
逸
翁
を
偲
ぶ
」（
無
料
）

　

平
成
29
年
は
、
小
林
一
三
没
後

60
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。
茶
人
逸

翁
を
追
想
し
、
一
三
の
茶
の
心
に

つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

（
※
申
込
不
要
）

■
日
時　

11
月
25
日
（
土
）

●
受
付　

９
時
30
分
～

●
供
茶　

10
時
～

●
呈
茶　

10
時
30
分
～
11
時
45
分

●
追
想
講
演
会

　

11
時
45
分
～
12
時
15
分 

■
場
所　

ニ
コ
リ
１
階
和
室

■
追
想
講
演
会
講
師　

向
山
建
生 

氏
（
逸
翁
・
耳
庵
研
究

所
長
、
元
山
梨
大
学
客
員
教
授
）

朗
読
の
つ
ど
い
（
無
料
）

　

11
月
は
市
内
３
つ
の
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
出
演
で
す
。

■
日
時　

11
月
18
日 

（
土
）

　
　
　
　

14
時
～
15
時

■
場
所　

ニ
コ
リ
２
階
会
議
室
９

■
内
容
（
作
品
名
・
朗
読
者
）

「
安
楽
死
で
死
な
せ
て
下
さ
い
」 

橋
田
壽
賀
子 

作

　
　
　

朗
読　

小
林　

方
子 

氏

「
真
鶴
」  　
　

志
賀　

直
哉 

作

　
　
　

朗
読　

中
嶋
ふ
じ
ゑ 
氏

「
狐
」  　
　
　

山
本
周
五
郎 
作

　
　
　

朗
読　

新
村　

和
人 
氏

第
  31

回
山
梨
県
図
書
館
大
会

　

韮
崎
市
と
昭
和
町
の
合
同
で
第

31
回
山
梨
県
図
書
館
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。（
※
参
加
無
料
）

■
主
催　

山
梨
県
公
共
図
書
館
協

　

会
、
韮
崎
市
、
昭
和
町
、
韮
崎

　

市
教
育
委
員
会
、
昭
和
町
教
育

　

委
員
会

■
日
時　

11
月
30
日（
木
）10
時
～

■
会
場　

昭
和
町
総
合
会
館

■
テ
ー
マ　

い
ま
図
書
館
に
で
き

　

る
こ
と
―
未
来
に
向
け
て

【
大
会
日
程
】

●
開
会
式　

10
時
～
10
時
30
分

●
記
念
講
演　

10
時
30
分
～
12
時

　
「『
知
』を
育
み
生
か
す
社
会
に
向

け
て
―
私
の
図
書
館
体
験
等
か
ら
」

●
講
師　

岡
本　

真 

氏

　
（
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
リ
ソ
ー
ス
・

　

ガ
イ
ド
株
式
会
社　

代
表
）

●
分
科
会　

13
時
30
分

　
　
　
　
　

～
15
時
40
分

●
閉
会
式　

15
時
50
分
～

■
申
込　

各
図
書
館
に
置
い
て
あ

　

る
要
項
（
申
込
書
）
に
ご
記
入

　

の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
ま
た

　

は
郵
送
で
山
梨
県
公
共
図
書
館

　

協
会
事
務
局
ま
で
お
送
り
く
だ

　

さ
い
。「
申
込
書
」
は
県
立
図

　

書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
締
切　

11
月
24
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
公
共
図
書
館
協
会
事
務
局

　

〒
４
０
０ｰ

０
０
２
４

　

甲
府
市
北
口
二
丁
目
８ｰ

１

☎
０
５
５ｰ

２
５
５ｰ

１
０
４
０

０
５
５ｰ

２
５
５ｰ

１
０
４
２

  

メ
ー
ル
：shinko@

lib.pref.

　
　
　
　
　

yam
anashi.jp

ま
な
び
ｎ
ｏ
サ
ロ
ン
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ

Ｏ
つ
な
」（
参
加
無
料
）

　
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
つ
な
」
は
生
涯
学

習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
企
画
す
る
市

民
の
た
め
の
サ
ロ
ン
で
す
。

①
し
ゃ
べ
ら
ん
会

　

毎
月
第
２
木
曜
日
に
気
楽
な
お

し
ゃ
べ
り
の
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

■
日
時　

11
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

■
場
所　

ニ
コ
リ
会
議
室
１

　

※
申
し
込
み
不
要

②
韮
崎
の
晩
秋
を
歩
こ
う
！

　

秋
の
穂
坂
を
思
い
っ
き
り
歩
い

ち
ゃ
お
う
！
（
雨
天
中
止
）

■
日
時　

11
月
22
日
（
水
）

　
　
　
　

10
時
～
13
時

■
場
所　

穂
坂
自
然
公
園
内

　
　
　
　

10
時
集
合

■
定
員　

15
名

■
持
ち
物　

昼
食
・
飲
み
水

■
申
込　

11
月
１
日
（
水
）
か
ら

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
共
催

子
育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

中
央
公
民
館
と
に
ら
★
ち
び
が

子
育
て
を
応
援
す
る
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
９
日
（
木
）

　

問
合
せ
☎
２
２

－

１
１
２
１

ニ
コ
リ
主
催
イ
ベ
ン
ト

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

ニ
コ
リ 

イ
ベ
ン
ト

　

問
合
せ
☎
２
２

－

４
９
４
６

大
村
記
念
図
書
館

  

問
合
せ
☎
２
０

－

１
１
１
５

中
央
公
民
館
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銀
賞

一
瀬　

華
乃　

北　

東

細
田　

望
乃　

北　

東

銅
賞

佐
川　

ゆ
あ　

甘　

利

小
尾　

泉
陽　

北　

東

横
森　
　

　

北　

西

佳
作

竹
森　

悠
輝　

韮　

崎

竹
田　

竜
翔　

北　

東

伏
見　

千
陽　

北　

東

加
賀
爪
優
華　

甘　

利

小
学
校
三
年

金
賞

花
輪　
　

岳　

甘　

利

銀
賞

朱　
　

珂
琦　

甘　

利

白
倉　
　

茜　

北　

東

銅
賞

岩
下　

陽
翔　

韮　

崎

水
上　

由
菜　

北　

西

守
屋　

咲
絢　

北　

東

佳
作

古
谷
龍
之
介　

北　

東

瀧
田　

絢
菜　

甘　

利

樋
口　
　

萌　

韮　

崎

遠
藤　

百
桜　

北　

東

小
学
校
四
年

金
賞

佐
川　

久
心　

甘　

利

銀
賞

長
岡
さ
つ
き　

韮　

崎

横
森　

穂
夏　

穂　

坂

銅
賞

沼
田　

咲
菜　

韮　

崎

村
松　

文
太　

韮　

崎

植
松
愛
莉
咲　

甘　

利

佳
作

清
水　

咲
希　

韮　

崎

兎
澤　
　

柊　

甘　

利

奥
秋
依
琉
未　

韮　

崎

守
屋　

巴
菜　

甘　

利

第４回韮崎市図書館を使った調べる学習コンクール入選者
☆小学生の部
名誉市民賞　　林　　悠斗　（甘利４年）
　　　　　　　林　星玲彩　（甘利３年）
市長賞　　　　横森　穂夏　（穂坂４年）
市議会議長賞　長島　　玲　（北東３年）
教育長賞　　　藤原　真礼　（韮崎３年）
校長会会長賞　中村心茉智　（北東４年）
図書館賞　　　齋藤　心美　（北西６年）

☆中学生の部
名誉市民賞　　大柴　あや　（韮崎東２年）
　　　　　　　佐藤　芽依　（韮崎東２年）
市長賞　　　　神原　花音　（韮崎東２年）
市議会議長賞　中澤　沙衣　（韮崎西２年）
教育長賞　　　渡邊　奈々　（韮崎東２年）
校長会会長賞　福井　綾乃　（韮崎東２年）
図書館賞　　　深沢　瑞希　（韮崎西２年）
　　　　　　　工藤　風花　（韮崎西２年）
　　　　　　　奈良萌々夏　（韮崎西２年）

◆
美
術
の
部

韮
崎
大
村
美
術
館
長
賞

園
児

藤
本　

零
生　

藤　

井

小
学
校

長
岡
さ
く
ら　

韮　

崎

中
学
校

奈
良
萌
々
夏　

韮
崎
西

園
児

金
賞

笹
本　
　

雅　

白
百
合

銀
賞

佐
々
木
彩
矢
香　

白
百
合

清
水
琥
士
郎　

白
百
合

銅
賞

市
川
日
南
子　

英　

和

小
林　

鈴
奈　

藤　

井

伊
藤　
　

環　
す
ず
ら
ん

佳
作

石
川　

碧
彩　

藤　

井

向
山　

瑛
都　

韮
崎
西

秋
山　
　

華　

韮
崎
西

普
久
原
れ
い
な　

韮
崎
西

小
学
校
一
年

金
賞

福
地　

聖
真　

甘　

利

銀
賞

輿
石　

有
里　

韮　

崎

小
山　
　

絆　

北　

西

銅
賞

中
野　

美
織　

韮　

崎

名
取　

和
希　

穂　

坂

福
井　

天
涼　

北　

西

佳
作

前
澤　

未
来　

北　

西

山
本　

萌
衣　

甘　

利

山
田　

蘭
夢　

北　

東

伊
藤
い
つ
き　

北　

東

小
学
校
二
年

金
賞

和
田　

脩
吾　

穂　

坂

小
学
校
五
年

金
賞

齊
木　

凜
乃　

韮　

崎

銀
賞

小
澤　

柊
斗　

甘　

利

望
月　

彪
伍　

韮　

崎

銅
賞

金
丸
謙
志
郎　

北　

東

堀
内　

彩
衣　

甘　

利

千
田　

茉
帆　

甘　

利

佳
作

岩
﨑　

清
花　

北　

東

村
上
エ
ン
ゾ　

甘　

利

中
山　
　

凛　

甘　

利

飯
塚　
　

和　

韮　

崎

小
学
校
六
年

金
賞

猪
股　

友
助　

穂　

坂

銀
賞

平
賀　

由
楽　

穂　

坂

藤
川　

高
廉　

韮　

崎

銅
賞

中
田　

匠
映　

甘　

利

秋
山　

凛
乃　

北　

東

木
下　

諒
我　

穂　

坂

佳
作

浅
川　

和
奈　

北　

東

坂
本　

結
菜　

北　

東

横
森
菜
々
美　

穂　

坂

北
原　

優
海　

韮　

崎

中
学
生

金
賞

中
嶌　

晃
生　

韮
崎
東

銀
賞

水
上　

真
菜　

韮
崎
西

雨
宮　

充
希　

韮
崎
東

銅
賞

荒
井　

埜
乃　

韮
崎
東

矢
崎　

紗
那　

韮
崎
西

谷
戸　

学
斗　

韮
崎
東

佳
作

辻　
　

杏
樹　

韮
崎
東

今
福　

琴
美　

韮
崎
東

石
川　

大
翔　

韮
崎
東

中
沢　

咲
季　

韮
崎
西

◆
書
道
（
毛
筆
）
の
部

園
児　

金
賞

深
沢　

麻
凛　
す
ず
ら
ん

銀
賞

上
村　

楽
羽　

白
百
合

西
澤　

綾
人　

藤　

井

銅
賞

牧
田　
　

華　
す
ず
ら
ん

原　
　

大
史　

英　

和

漆
山　

実
玖　

白
百
合

佳
作

保
坂　

咲
来　

白
百
合

志
村　

花
遥　

白
百
合

植
松　

千
晴　

英　

和

田
中
亜
沙
美　
す
ず
ら
ん

小
学
校
一
年

金
賞

加
古　

七
葉　

韮　

崎

銀
賞

南　

れ
い
ら　

北　

西

田
中　

煌
大　

甘　

利

銅
賞

小
川　
　

劉　

韮　

崎

越
石　

望
心　

韮　

崎

小
澤　

優
咲　

北　

西

佳
作

田
原　

礼
煌　

甘　

利

坂
本　

陽
香　

北　

東

島
村　

莉
央　

甘　

利

細
田　

実
咲　

北　

東

小
学
校
二
年

金
賞

金
澤　

夢
花　

甘　

利

銀
賞

長
岡
さ
く
ら　

韮　

崎

小
野　

結
楓　

韮　

崎

銅
賞

田
中　

美
月　

甘　

利

田
中　

誠
也　

甘　

利

細
川　

桧
菜　

韮　

崎

佳
作

水
川　

耶
　々

韮　

崎

柳
本　

雪
奈　

甘　

利

中
根　

美
那　

穂　

坂

渡
邊　

楓
花　

北　

東

小
学
校
三
年

金
賞

小
林　

凛
己　

韮　

崎

銀
賞

清
田　

真
衣　

韮　

崎

澤
野
ひ
か
り　

北　

西

銅
賞

内
藤　

拓
海　

韮　

崎

山
本　

雛
莉　

甘　

利

常
盤　

奈
那　

韮　

崎

佳
作

西
澤　

優
那　

北　

東

上
村　

心
良　

韮　

崎

矢
卷　

輝
空　

北　

西

歌
田　
　

圭　

韮　

崎

小
学
校
四
年

金
賞

貝
瀬　
　

璃　

北　

東

銀
賞

奈
良
歩
乃
佳　

北　

西

大
柴　
　

菫　

北　

東

銅
賞

小
屋　

優
里　

北　

東

五
味　

琉
生　

韮　

崎

古
屋　

奈
菜　

韮　

崎

佳
作

檀　
　

優
良　

甘　

利

上
村　

杏
琉　

北　

東

前
田
結
愛
華　

甘　

利

横
森　

穂
夏　

穂　

坂

小
学
校
五
年

金
賞

髙
橋
ひ
か
り　

北　

東

銀
賞

北
田　

遥
菜　

韮　

崎

佐
藤　

優
音　

北　

東

銅
賞

長
田　

美
紅　

北　

東

歌
田　

夏
歩　

韮　

崎

入
戸
野
暖
人　

北　

東

佳
作

増
田　

郁
太　

北　

東

水
川　

寧
　々

韮　

崎

小
松　

栞
奈　

北　

東

久
保
寺
美
月　

北　

東

小
学
校
六
年

金
賞

仲
田　
　

葵　

北　

東

銀
賞

五
味　

楓
奈　

韮　

崎

奈
良
真
里
花　

北　

西

銅
賞

野
口　

琴
音　

甘　

利

秋
山　

凛
乃　

北　

東

深
沢
虎
太
朗　

甘　

利

佳
作

渡
邊　

輝
帆　

韮　

崎

小
澤
み
ち
る　

北　

西

阿
部
さ
く
ら　

北　

東

小
林　

千
紘　

甘　

利

中
学
校
一
年

金
賞

登
尾
レ
イ
ナ　

韮
崎
西

銀
賞

津
金　

侑
樹　

韮
崎
東

村
松　

愛
菜　

韮
崎
西

銅
賞

金
井　

美
夢　

韮
崎
西

白
石
友
理
江　

韮
崎
東

藤
江　

陽
菜　

韮
崎
西

佳
作

上
野　

姫
奈　

韮
崎
東

野
口　

峻
佑　

韮
崎
西

窪
田　

彩
花　

韮
崎
西

内
藤　

勇
成　

韮
崎
東

中
学
校
二
年

金
賞

清
水　

瑠
華　

韮
崎
西

銀
賞

粟
澤　

李
菜　

韮
崎
東

丸
山　

貫
太　

韮
崎
東

銅
賞

中
込　

結
子　

韮
崎
西

野
口　

侑
夏　

韮
崎
西

金
井　

里
紗　

韮
崎
西

佳
作

上
野　

美
和　

韮
崎
東

小
林　

奈
央　

韮
崎
東

深
沢　

瑞
希　

韮
崎
西

中
川　

綾
音　

韮
崎
東

中
学
校
三
年

金
賞

石
川　

晴
香　

韮
崎
西

銀
賞

貝
瀬　
　

琳　

韮
崎
東

久
保
田
莉
己　

韮
崎
西

銅
賞

岩
下　

葵
衣　

韮
崎
東

井
上　

綾
香　

韮
崎
東

今
福　

琴
美　

韮
崎
東

佳
作

平
沢　

咲
希　

韮
崎
東

久
野　

知
仁　

韮
崎
東

㓛
刀　

莉
子　

韮
崎
東

津
金　

佑
衣　

韮
崎
西

◆
書
道
（
硬
筆
）
の
部

小
学
校
一
年　

金
賞

坂
本　

陽
香　

北　

東

銀
賞

横
森　
　

楓　

穂　

坂

内
藤　

綾
乃　

北　

西

銅
賞

細
田　

実
咲　

北　

東

越
石　

望
心　

韮　

崎

狩
戸　

康
誠　

甘　

利

佳
作

輿
水　

勇
人　

北　

東

藤
岡　

莉
央　

甘　

利

古
屋　

莉
花　

韮　

崎

三
澤　

悠
悟　

北　

西

小
学
校
二
年

金
賞

窪
田　

璃
子　

北　

東

銀
賞

長
岡
さ
く
ら　

韮　

崎

葉
棚　

海
翔　

甘　

利

銅
賞

坂
田　

颯
野　

北　

東

仲
田　

葉
南　

北　

西

細
田　

陽
仁　

穂　

坂

佳
作

水
川　

耶
　々

韮　

崎

中
根　

美
那　

穂　

坂

田
中　

誠
也　

甘　

利

田
中　

美
月　

甘　

利

　
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
'17

　（
第
62
回
文
化
祭
）
入
選
者
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